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消防団
Volunteer Fire Corps
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若
者
事
情

　　　
私
は
大
学
を
卒
業
し
、
地
元
邑
楽
町

で
就
職
し
ま
し
た
。
働
き
始
め
た
１
年

目
に
先
輩
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
翌
年

度
か
ら
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
消
防
団
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
ま
ま
二
つ
返
事
で
「
い
い
で
す
よ
」

と
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
入
団
理
由
は
、
声
を
掛
け
て
く
れ
た

先
輩
が
信
頼
し
て
い
る
人
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
や
、
自
分
自
身
い
ろ
い
ろ
な

今
回
の
街
角
特
派
員
レ
ポ
ー
ト
で
は
、特
派
員
の
橋
本
健
太
さ
ん
が
、

自
身
も
所
属
す
る
邑
楽
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
。
消
防
団
の
現
状
と

抱
え
る
課
題
を
、
若
者
目
線
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

活
動
や
経
験
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
当
時
は
「
声
を
掛
け

て
も
ら
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

く
ら
い
の
気
持
ち
で
し
た
。

　
消
防
団
に
入
団
し
て
、
今
年
で
５
年

目
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
私
で
す
が
、

活
動
し
て
い
て
疑
問
に
感
じ
た
こ
と

は
、「
消
防
団
の
若
手
が
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　「
若
手
不
足
」
と
い
う
の
は
、
決
し

て
消
防
団
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、
他

の
活
動
団
体
や
、
町
の
課
題
と
し
て
捉

え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
私
の
担
当
す
る
街
角
特
派

員
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
消
防
団
の
若
者
事

情
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
活
動
を
紹
介

し
つ
つ
、
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
館
林
地
区
消
防
組
合
（
※
注
）

邑
楽
消
防
署
の
職
員
数
は
25
人
。

３
６
５
日
24
時
間
勤
務
で
２
交
代

制
。
二
つ
の
隊
が
一
日
お
き
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
消
防
署
職
員
は
、
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
一
方
の
消
防
団
員
は
、
普
段
は
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
出
動
す
る
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
の
各
消

防
団
の
場
合
、
消
防
団
長
は
消
防
団

の
推
薦
に
基
づ
き
、
館
林
市
長
（
管

理
者
）
が
町
長
（
副
管
理
者
）
の
意

見
を
聞
き
、
任
命
し
ま
す
。
団
長
以

外
の
消
防
団
員
は
、
町
長
（
副
管
理

者
）
の
承
認
を
得
て
、
消
防
団
長
が

任
命
し
ま
す
。

　　
消
防
署
と
し
て
も
、
消
防
団
の
力

は
必
要
不
可
欠
。
大
規
模
な
災
害
時

に
は
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
消
防
団
員
は
、
強
い
味
方
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
県
内
の
高
齢
化
の
進
む

地
域
に
よ
っ
て
は
、
消
防
団
員
数
が

減
少
し
、
定
員
数
を
割
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

消防団員は、非常勤特別職の地方公務員
　　

平
成
25
年
は
自
治
体
消
防
（
市
町

村
単
位
の
消
防
体
制
）
発
足
か
ら
65

周
年
、
全
国
的
に
統
一
し
た
消
防
組

（
消
防
団
の
前
身
）
が
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
１
２
０
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
火ひ

け

し消
組
織
は
、
武

家
火
消
と
町
火
消
が
あ
り
ま
し
た
。

武
家
に
よ
る
定じ

ょ
う
び
け
し

火
消
で
は
、
町
屋

の
消
火
な
ど
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、

８
代
将
軍
吉
宗
は
、
南
町
奉
行
の

大
岡
越
前
守
に
命
じ
、
享
保
３
年

（
１
７
１
８
）、
町
人
に
よ
る
「
町
火

消
」
を
編
成
さ
せ
ま
し
た
。「
い
ろ

は
48（
し
じ
ゅ
う
は
ち
）組
」
な
ど
が

有
名
で
す
が
、
こ
れ
が
消
防
団
の
元

祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代

に
入
り
、
武
家
火
消
と
町
火
消
は
廃

止
。
消
防
組
が
新
た
に
組
織
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
が
消
防
団
の
前
身
で
す
。

街角特派員 橋本健太
（水立大黒・23区）

消
防
団
の
若
手
が

不
足
し
て
い
る
？

邑
楽

消
防
団
の

消防団
Volunteer Fire Corps

街
角
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派
員
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ポ
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邑楽消防団の
若者事情

（
※
注
）館
林
市
、明
和
・
板
倉
・
千
代
田
・

邑
楽
町
が
、
共
同
で
消
防
事
務
を
行
う

た
め
に
設
置
し
た
一
部
事
務
組
合
。

今
年
１
２
０
周
年
を

迎
え
る
消
防
団

消
防
署
職
員
と
消
防
団
員

必
要
不
可
欠
な
消
防
団

消
防
団
員

消
防
士

街角特派員は、読者の皆さ
んの代表です。各自が「広
報おうら」にレポートを掲
載。広報担当者と協働で
作り上げるレポートです。
町づくりへの意見や気に
なる事業の進ちょく状況、
または自分が皆さんにア
ピールしたいことなど、突
撃取材と歯に衣着せぬ直
言で、皆さんの「そこが知
りたい」に答えます。

街角特派員とは何か？

消防団の基本的なことについて、
邑楽消防署の鈴木署長にインタ
ビューしてきました

資料提供：県消防保安課

鈴木義男署長
館林地区消防組合・邑楽消防署

▼群馬県内の消防団員数の推移
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現
役
の
消
防
団
員
に
話
を
聞
く
と
、

ど
こ
の
班
も
一
番
の
課
題
は
、
新
入
団

員
の
確
保
だ
と
い
い
ま
す
。
毎
年
、
新

入
団
員
を
勧
誘
し
に
、
各
班
自
分
た
ち

の
管
轄
地
区
を
回
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
お
宅
を
訪
問
し
て
も
、
そ

の
家
の
親
が
出
て
き
て
、「
家う

ち

の
子
は

仕
事
が
忙
し
い
か
ら
、
消
防
は
無
理
」

と
言
わ
れ
、
本
人
と
会
う
機
会
す
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
人
と

出
会
え
た
と
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
「
仕

事
が
忙
し
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
断
ら

れ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
消
防
団
は
、
町
内
で
火
災
が
発
生
し

た
と
き
、
消
防
署
と
協
力
し
て
消
火
活

　入団前から、私は何かのかたちで人の役
に立ちたいと考えていました。ですから、
人命救助に役立つAED講習も、自分から受
講。家の近所の建物火災の現場を目の当た
りにしたときも、「自分には何ができるのか」
を考えていました。そんな時、先に入団し
ていた高校時代の先輩に声を掛けてもらい、
消防団に入団することができました。自分
のできる範囲で、経験を積みながら消防団
活動を続けていきたいと思います。

毎
年
28
日
～
31
日

夜
間
、
町
内
を

消
防
車
で
巡
回
。

歳
末
警
戒

火
災
の
多
発
時
期
に
向
け
て
行

わ
れ
ま
す
。
消
防
車
や
団
員
の
姿

勢
服
装
点
検
・
資
器
材
の
点
検
・

ポ
ン
プ
操
法
・
救
急
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

秋
季
点
検

防
災
訓
練
は
、

大
型
台
風
や

大
規
模
地
震

を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

消
防
団
は
、
水
災
防
ぎ
ょ
活
動

訓
練
、
密
集
地
建
物
火
災
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

邑
楽
町
防
災
訓
練

（
２
年
に
一
度
開
催
）

毎
年
、
館
林
地
区
消
防
組
合
管

内
で
行
わ
れ
る
大
会
。
消
防
団

員
が
、
火
災
現
場
で
対
応
で
き

る
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て

い
る
大
会
で
す
。

▼
競
技
は
簡
単
に
言
う
と
、
い

か
に
早
く
的
確
に
火
災
に
見
立

て
た
標
的
（
火
点
）
を
放
水
で

倒
す
か
、
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
向
け

て
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
（
毎
年

５
月
上
旬
か
ら
）。
正
規
練
習
は
、

夜
７
時
半
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
の

訓
練
始
ま
る

機
械
器
具
の
使
い
方
を
学
び
、
新

入
団
員
は
敬
礼
な
ど
の
訓
練
礼

式
を
学
び
ま
す
。

機
関
員
講
習
・

新
入
団
員
研
修
会

新
入
団
員
に
は
辞
令
書
が
交
付

さ
れ
、
正
式
に
消
防
団
員
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
退
団
者
に
は

感
謝
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

辞
令
交
付
式

４月５月～６月

↑水災防ぎょ訓練（防災訓練より）大型台風やゲリラ豪雨などの
災害発生時、消防団は水防団として出動します

消防団の活動とは？
What's 消防団

分団 班 管轄している地区 団員数
第
１
分
団

第１班 横町化楽、上下西宿、光善寺、新中野、明野 12
第２班 下中野、前谷東原、前瀬戸宿、千原田向地、鶉上、鶉下、鶉新田 11
第３班 前原、天王元宿、十三坊塚、大根村琵琶首、谷中蛭沼 11

第
２
分
団

第１班 藤川 ８
第２班 一本木、渋沼 ９
第３班 秋妻 ８
第４班 石打、住谷崎 ９

第
３
分
団

第１班 西ノ根宮内中島、馬場大林、寺中 ９
第２班 坪谷 9
第３班 水立大黒、十三軒、十軒 10
第４班 店高原、本郷江原 8
第５班 古家、大谷端宿赤東、開拓 ８

※邑楽消防団の構成は３分団 12 班です。団員 121 人（団長、副団長２人、分団長・
副分団長６人、一般団員 112 人）。

消
防
団
の

主
な
活
動

自分にも何かできること
はあると考えました

●今年入団した若者にインタビュー

小島啓介さん
（千原田向地・９区）

辞
令
書
を
受
け
取
る

小
島
さ
ん
↓

新
入
団
員
に
は
辞
令
書
が
交
付

辞
令
交
付
式

消
防
団
の

主
な
活
動

新
入
団
員
の
確
保
に
苦
戦

ま
ず
は
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切

会社員

一般団員数↓

2013＊DEC5

動
を
行
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
か
ら

出
動
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
町
内
に
流
れ
る

と
、
団
員
は
各
班
の
詰
め
所
に
行
き
、

消
防
車
両
に
乗
り
込
み
、
そ
し
て
火
災

現
場
に
向
か
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
任
務
で
一
番
重
要
な
の

は
、
こ
の
火
災
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

の
活
動
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
や
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
４
月

か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
が
、
消
防
団
の

一
年
の
行
事
や
訓
練
の
サ
イ
ク
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
す
る
12
月

号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
新
入
団
員
の

勧
誘
に
動
き
出
す
班
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
若
者
に
向
け

て
、
ま
ず
は
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。で
す
か
ら
、こ
の
ペ
ー

ジ
で
は
消
防
団
の
主
な
行
事
や
訓
練
を

掲
載
し
て
み
ま
し
た
。

毎
年
28
日
～
31
日

夜
間
、
町
内
を

消
防
車
で
巡
回
。

歳
末
警
戒

火
災
の
多
発
時
期
に
向
け
て
行

わ
れ
ま
す
。
消
防
車
や
団
員
の
姿

勢
服
装
点
検
・
資
器
材
の
点
検
・

ポ
ン
プ
操
法
・
救
急
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

秋
季
点
検

防
災
訓
練
は
、

大
型
台
風
や

大
規
模
地
震

を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

消
防
団
は
、
水
災
防
ぎ
ょ
活
動

訓
練
、
密
集
地
建
物
火
災
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

邑
楽
町
防
災
訓
練

（
２
年
に
一
度
開
催
）

毎
年
、
館
林
地
区
消
防
組
合
管

内
で
行
わ
れ
る
大
会
。
消
防
団

員
が
、
火
災
現
場
で
対
応
で
き

る
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て

い
る
大
会
で
す
。

▼
競
技
は
簡
単
に
言
う
と
、
い

か
に
早
く
的
確
に
火
災
に
見
立

て
た
標
的
（
火
点
）
を
放
水
で

倒
す
か
、
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
向
け

て
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
（
毎
年

５
月
上
旬
か
ら
）。
正
規
練
習
は
、

夜
７
時
半
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
の

訓
練
始
ま
る

機
械
器
具
の
使
い
方
を
学
び
、
新

入
団
員
は
敬
礼
な
ど
の
訓
練
礼

式
を
学
び
ま
す
。

機
関
員
講
習
・

新
入
団
員
研
修
会

新
入
団
員
に
は
辞
令
書
が
交
付

さ
れ
、
正
式
に
消
防
団
員
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
退
団
者
に
は

感
謝
状
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

辞
令
交
付
式

　近所の消防団員に、誘わ
れて平成５年に入団しまし
た。当時 23 歳。最初は活
動内容も分からず、入団に
抵抗もありましたが、続け
るうちに知り合いも増え、
貴重な経験もできました。
自営業だから、出動したり

行事や訓練に参加したりすると、仕事に影響が出た
こともありましたが、両立して続けられました。消
防団での思い出は、一生忘れることができません。

９月10月12月

１月に消防隊出初式（会場・
館林市）。３月には防火パレー
ド（町内）などを行います。
また、おうら祭り（８月開催）
の花火打ち上げ時には、会場
周辺の警備も行います。

↑消防隊出初式では、部隊行
進や車両パレードを行います

その他の行事や活動
その地域独自の活動（秋妻地区）

２分団３班の消防サンタ

↑２分団３班では、毎年 12 月に
火災予防活動の一環として、サン
タやトナカイにふんした団員が、
地域の子どもたちにお菓子のプレ
ゼントをしています。地域に根ざ
した取り組みが行われています

↑𠮷𠮷𠮷𠮷んが出𠮷した𠮷𠮷
15年のポンプ操法競技大会

吉永隆一さん
（明野・34区）

大
型
台
風
や

大
規
模
地
震

を
想
定
し
て

行
わ
れ
ま
す
。

消
防
団
は
、
水
災
防
ぎ
ょ
活
動

訓
練
、
密
集
地
建
物
火
災
消
火

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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●今年退団した先輩にインタビュー

知り合いも増え、貴重な経験に
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―消防団の今の課題は何でしょうか？
　新入団員の確保が一番の課題です。勧
誘に地区を回っても、新入団員がなかな
か入団してくれないと聞いております。
　地元の若者が入団しない原因に、私は
第一に消防団の活動自体知らない人が多
いのではないかと考えます。第二に、強
固な縦社会があるとのイメージがあるの
ではないでしょうか。
―新入団員確保に方策はありますか？
　まずは活動内容を知ってもらう取り組
みが必要です。若者に情報発信するため
のツールとして、邑楽消防団独自のホー
ムページの開設も一つの手段として考え
られますね。
　それと大切なのは地域の協力。区長さ
んをはじめとした地域の皆さんにお願い
して、協力を求めていきたいと考えます。
―まだ入団していない若者に、何かメッ
セージはありますか？
　消防団では年齢や職業の違う人たちが
活動しています。交流や社会勉強の場に
もなると思います。知り合いが増え、必
ず自分にとってプラスになるはずです。

　仕事の悩みなど職場では話すことがで
きないことも、相談に乗ってくれる人生
の先輩たちが消防団にはいます。一生付
き合える仲間とも出会えるはずです。
―ポンプ操法の訓練が、大きな負担に
なっているとの意見もありますが？
　ポンプ操法競技大会へ向けての訓練
は、約２か月にわたり夜の７時半から９
時まで行われます。団員よっては、仕事
で訓練に間に合わなかったり、参加でき
なかったりする場合もあると思います。
仕事あっての消防団ですから、仕事はな
いがしろにできません。
　ですが、この訓練により実際の火災現
場で役に立つ技能が身に付くのです。消

防車両や機械器具の取り扱いなどの基本
を、学ぶことができる重要な訓練です。
その点は班の中で調整してもらうか、訓
練日の調整を別の班としてもらうなどし
て、臨機応変に対応してほしいですね。
―団長の考える消防団像は？　
　邑楽消防団は今以上に発展しなくては
なりません。発展するためには消防団と
して、未来に向けたビジョンを明確に打
ち出すことが求められると思います。
　これからも町民の皆さんとの絆

きずな

を大切
にしながら、町民の皆さん一人ひとりの
生命・財産を守らせていただき、何より
皆さんから「ありがとう」と言ってもら
える、消防団を目指していきたいです。

関
口
一
弘
さ
ん

館
林
地
区
消
防
組
合

邑
楽
消
防
団
・
団
長

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
や
発
見
、

そ
し
て
、
地
域
愛
が
生
ま
れ
る
の
が

消
防
団
だ
と
思
い
ま
す

消
防
団
長
に
聞
く
●
邑
楽
消
防
団
の
若
者
事
情

せきぐち・かずひろ●1963 年生まれ。会社員。昭和
63 年に消防団へ入団。第２分団副分団長、同分団長を
歴任し、平成 20 年からは副団長。今年、邑楽消防団団
長に就任する。邑楽消防団総員 121 人の指揮を執る。
渋沼在住、50 歳。
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職　業 団員数
会社員（町内） 14

会社員（町外） 47

自営業（家族経営含む） 25

公務員 31

団体職員 ４

【邑楽消防団の職業別団員数】

邑楽消防団総員 121 人の内、会社員
は 61 人。団員の約半分を占め、公務
員の内役場職員は 30 人。
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●邑楽消防団の年齢別団員数 ●館林地区消防組合消防団の年齢別団員数

（平成 25 年４月１日現在） （平成 25 年４月１日現在）
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を
し
て
い
る
人
も
実
際
に
い
ま
す
。

　
③
の
「
集
ま
り
と
称
し
て
の
お
酒
を

飲
む
回
数
が
多
い
」
は
、
昔
は
そ
う
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
今
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
飲
ま
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
前
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
に
も
あ
る
よ
う

に
、
邑
楽
消
防
団
１
２
１
人
中
、
20
代

は
26
人
。
若
者
が
入
団
し
な
い
と
、
右

肩
あ
が
り
で
年
齢
層
が
高
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
で
は
団
員
が
、
い
つ
に

な
っ
て
も
退
団
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
活
動
の
全
て
が
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
あ
っ
て

の
消
防
団
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お

き
ま
す
。
で
も
、
忙
し
い
な
か
出
動
し

た
り
行
事
に
参
加
し
た
り
し
て
い
る
人

が
い
る
の
も
事
実
で
す
。
何
よ
り
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
守

ろ
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん
な
の
で
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
興
味
や
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
入
団
し
て
く
れ

る
人
が
多
く
な
れ
ば
、
入
団
者
と
退
団

者
の
循
環
が
、
う
ま
く
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
私
も
改
め
て
消
防
団
活
動
を
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
若
者
が
消
防
団
に
入
団
し
づ
ら
い
原

因
を
、
私
な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

①
そ
も
そ
も
活
動
内
容
を
知
ら
な
い

②
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
以
外
で
余
計

な
時
間
を
使
い
た
く
な
い

③
集
ま
り
と
称
し
て
の
お
酒
を
飲
む
回

数
が
多
い

　
①
の「
活
動
内
容
を
知
ら
な
い
」
は
、

得
体
の
知
れ
な
い
も
の
へ
の
恐
れ
と
、

何
か
大
変
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
い

か
と
の
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
②
の
「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
以
外

で
余
計
な
時
間
を
使
い
た
く
な
い
」は
、

確
か
に
そ
う
思
い
ま
す
が
、
勤
務
形
態

が
交
替
制
の
会
社
員
で
、
消
防
団
活
動

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
に
出
場
し
た
橋
本
さ
ん

若
者
が
入
団
し
づ
ら
い
の
は
、

実
態
を
知
ら
な
い
の
と
先
入
観
？

取
材
を
終
え
て
●
街
角
特
派
員 

橋
本
健
太

同 じ職場の消防団員の先輩に誘われて
入団しました。ちょうど、その先輩

と同じ地域を受け持つ班に所属することに
なったので、入団時あまり不安はなかった
ように思います。消防団では、普段生活し
ていたら、出会えないような人とも交流を
持てるので、地域とのつながりができたと、
自分なりに思います。
　私の勤めている会社は、交代勤務が
あるので、週ごとに昼の勤務と夜の勤
務が交互にやってきます。夜勤のとき
は、ポンプ操法の訓練に参加すること
ができません。ですが、その点は班の
人たちも理解してくれているので、自
分の生活に合わせて、今は消防団活動
ができています。
　まだ火災現場での経験が少ないので、自
分のできることを考え、そして先輩にアド
バイスをもらいながら、これから知識と経
験を、積んでいきたいと思います。

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

消
防
団
活
動
は
、
で
き
る
と
思
い
ま
す

増
田
圭
介
さ
ん

（
横
町
化
楽
・
３
区
）

増
田
圭
介
さ
ん

会
社
員
・
平
成
22
年
入
団

消 防団に入団したのは、地区の消防団
の人が自宅まで勧誘しに来てくれた

のがきっかけです。当時は何をする団体な
のか分からなかったので、断りました。翌
年、また勧誘に来てくれたので、何度も断
るのは失礼かと思い入団を決意。私は、24
歳の頃足利市から引っ越してきたので、知
り合いと呼べる人は、邑楽町にほとん
どいませんでした。消防団に入団して
地域の人と知り合いになり、今では入
団してよかったと思います。
　私の班は 20 代がいません。今後は、
若い人にぜひ入団してほしいと思いま
すね。趣味以外で時間を割かれるのは、
抵抗があるという人もいるかもしれま
せん。ですが、それに見合うだけのものを、
消防団では得ることができると思います。
私の場合、貴重な仲間と知り合えたこと。
それと地域に貢献しているんだという、責
任感が自然と芽生えました。

「
貢
献
」
と
い
う
と
重
い
感
じ
で
す
が
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
い
い
と
思
い
ま
す

黒
田
隆
行
さ
ん

（
渋
沼
・
19
区
）

黒
田
隆
行
さ
ん

会
社
員
・
平
成
14
年
入
団
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●消防団についてのお問い合わせは、邑楽消防署Ｇ88-5551まで

験を、積んでいきたいと思います。


